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高
瀬
み
ど
り
の
少
年
団
は
、結
成

か
ら
40
年
を
超
え
る
歴
史
あ
る
団

体
で
す
。
結
成
当
時
の
6
年
生
は

現
在
52
歳
と
な
り
、今
で
は
、
お
子

さ
ん
が
新
た
な
団
員
と
し
て
参
加

し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
“世
代
を
つ

な
ぐ
”少
年
団
で
す
。 

今
年
度
の
団
員
は
、
5
年
生
5

名
・
6
年
生
15
名
の
計
20
名
。
昨

年
に
引
き
続
き
、元
気
で
楽
し
い
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も

森
林
保
全
活
動
や
、さ
つ
ま
い
も
作

り
体
験
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
久
住
登
山
の
よ
う
に
大
変

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、仲
間
と
と

も
に
乗
り
越
え
る
経
験
が
子
ど
も

た
ち
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。 

結
団
式
で
は
、団
員
一
人
ひ
と
り

が
自
己
紹
介
を
行
い
、団
の
約
束
事

を
皆
で
確
認
し
ま
し
た
。
目
標
用
紙

は
公
民
館
の
廊
下
に
掲
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

令和 7年度髙瀬みどりの少年団スタート!! 

今
年
度
第
2
回
目
の
子
育
て
サ
ロ
ン
が

開
催
さ
れ
、市
内
各
地
か
ら
6
組
の
親
子

が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
こ
ど
も
の

日
」
に
ち
な
ん
で
、折
り
紙
で
兜
作
り
に
挑

戦
。シ
ー
ル
や
ペ
ン
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

施
し
、そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
ふ
れ
る
兜
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。 

活
動
の
あ
と
は
、福
祉
委
員
さ
ん
や
民

生
委
員
さ
ん
が
心
を
込
め
て
作
っ
て
く
れ

た
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
を
み
ん
な
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
温
か
い
食
事
に
子
ど
も
た
ち

も
ニ
コ
ニ
コ
、
ご
機
嫌
な
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。
参
加
者
同
士
の
交
流
も
深
ま

り
、楽
し
い
サ
ロ
ン
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
結
団
式
の
後
に

は
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

と
し
て
、団
員
た
ち
が
土

づ
く
り
か
ら
取
り
組
ん

だ
花
苗
を
公
民
館
に
植

え
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り

の
花
が
来
館
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
、
気
持
ち
の
よ

い
空
間
を
演
出
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
一

年
、地
域
と
自
然
に
ふ
れ

な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
が

の
び
の
び
と
成
長
し
て

い
く
姿
を
、
ど
う
ぞ
温
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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開
講
式
開
催 (

5
月
１７

日
） 

班と個人の年間目標の発表の様子 

館長の話を真剣に聞いています 

子
育
て
サ
ロ
ン 

5
月
17
日 
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【高瀬の歴史コラム】第５回「高瀬の古代３～弥生時代～」 

 今回は、高瀬の弥生時代についてお話しします。 

 縄文時代は縄状の模様をした縄文土器が由来です。弥生時代はどうでしょう。実は、弥生時代も弥生土器が由来と

なっています。ただ、弥生は地名で現在の東京都文京区弥生がもとになっています。明治 17 年にあった弥生町の貝

塚から、縄文土器とは違う土器が見つかり弥生町の土器とよばれたのがはじまりです。 

 弥生土器の特徴は、縄文土器に比べ薄くて硬く耐久性も高いものです。また、大きい壺もつくれました。これは、高

い温度で土器を焼き上げる技術が大陸より伝わってきたからだといわれています。 

 また、弥生土器には、貯蔵用の壺、煮炊き用のかめ、食器用の高坏(たかつき)や鉢など種類が増え使い道がはっき

りと区別されるようになりました。 

 高瀬では、弥生時代初期(2300 年前)の「泉遺跡」から弥生土器や生活の跡が出ています。この付近では、現在で

も湧水が出ており当時も生活用水や田畑のかんがい用水として利用されていたのかもしれません。この時期は、稲

作の広がりから半定住生活から定住生活へと移行していったと考えられ、弥生土器の壺は収穫した稲や採取したク

リなどの保存に適していたようです。また、貯えや財産が発生しその管理をも必要になってきました。 

 中期(2000 年前)の「上野第２遺跡」からは、日田で最も古いといわれっている子供用の甕棺(かめかん)が埋葬さ

れているのがみつかりました。甕棺は、ムラの首長などの棺桶のようなものです。日田の同じ時期の甕棺墓には銅剣

などの副葬品もみつかっています。このことから、田畑にする土地、水の取り合いや収穫物のトラブルなどから自分

たちのムラを守る武器、また、ムラのまとめ役や支配する身分もあったといえます。 

 後期(1850 年前)は、邪馬台国があったといわれる時期です。力をもったムラは周辺のムラを統合し、クニとよば

れる小国を形成していき、それをさらに統合した大きな国をつくっていきました。 

 高瀬でもこの時期、琴平町の「惣田遺跡」には、集落の周りを濠で囲んだ環濠集落（かんごうしゅうらく）がつくられ

ています。佐賀の吉野ケ里遺跡よりは小規模ですが外敵から財産や住民を守るためにつくられたものです。 

このころの高瀬がどのムラと統合していったか、どのクニに属していたかはわかりませんが、同時期の「上野原遺

跡」で甕棺墓が、サッポロビール工場付近の「口が原遺跡」や「高瀬条里深野田遺跡」、「手崎遺跡」、「銭渕遺跡」で住

居跡が発掘されていることから、高瀬にも複数のムラが存在していたと考えられます。 

最後に、このコラムに質問やご意見がありましたら高瀬公民館までお知らせください。また、高瀬の歴史に興味の

ある方やこの活動に参加したいと思っている方もご連絡もお待ちしています。 

（ 文 高瀬史編修委員会 髙田義友 / 資料・協力 日田市文化財保護課   高瀬公民館２４－２７０５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泉遺跡 上野第２遺跡 

高瀬史編修委員会では、参加者を募集しています。

月１回水曜日午前中、歴史コラムの資料などの意見

交換をしています。他に、１日研修や文化財保護課の

研修会に参加したりしています。 公民館まで！ 

惣田遺跡 


